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ESD実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発（ユネスコ活動費補助金事業）の
継続推進プロジェクト

2022年度

SDGsプロジェクト 1

成果報告書(3年次）

複雑系の実践⇔制疫のアプローチの枠組み
～令和の教育にビルドインする～

分冊 1：南砺市（富山県）
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２０２２年度  

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 
成果報告書（3 年次） 目次 

  

＜分冊１ ２６日第２部 南砺市（富山県）＞                        
 

◆Ⅱ 南砺市（富山県）の教育改革～３年間の成果と課題 

松本 謙一(南砺市 教育長) 

◆指定討論・意見交換 

福畠 真治（福知山公立大学 准教授） 

 

＜分冊２ ２７日第２部 川根本町（静岡県）＞ 
 
◆Ⅱ 川根本町（静岡県）の教育改革～３年間の成果と課題  

山下 斉（川根本町 教育長） 
松本 治樹（川根本町教育委員会 管理主事） 

渡邉 哲也（川根本町立 中川根第一小学校校長） 

◆指定討論・意見交換 

佐々木 織恵（開智国際大学 准教授） 

 

＜分冊３ ２６日第３部 複雑系アプローチの学校改善の実践研究＞ 
 
◆Ⅲ 複雑系アプローチの学校改善の実践研究 

赤星 信太朗（静岡大学教職大学院 現職教員院生） 

◆指定討論・意見交換 

小岱 和代(静岡大学教職大学院 特任教授 実務家教員) 

◆おわりに 

 
＜分冊４ ２６日第１部・２７日第４部 複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革＞ 

 

■２６日第１部  
 

◆シンポジウムポスター 

◆学部長あいさつ 

熊倉 啓之（静岡大学教育学部 学部長） 

◆Ⅰ プロジェクトの概要とシンポの企画趣旨 

梅澤 収（静岡大学 特任教授／プロジェクト１（P1）・リーダー） 

◆各活動報告 

川根本町・南砺市・ESD ほりぷ・IML・若者プロジェクト 

 

■２７日第３部  
 
◆Ⅲ 複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革 

梅澤 収（静岡大学 特任教授／プロジェクト１（P1）・リーダー） 

◆指定討論 

千葉 直紀(インパクトマネジメントラボ 共同代表） 

◆おわりに 
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2023年

2月26日

13:10̃ 13:30̃ 16:30受付開始 開会 終了

お申し込みはこちら

お問い合わせ先 ： umezawa.osamu@shizuoka.ac.jp（梅澤収 教授）

主催 ： 静岡大学・川根本町教育委員会・南砺市教育委員会

参加費
無料

プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

南砺市(26日)・川根本町(27日)の教育改革

赤星信太朗「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」(26日)
梅澤収「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」(27日)

日 月

Z o o m 開 催

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１
第3回(3年次)シンポジウム ２自治体

(川根本町・南砺市)
の事例を通して

２自治体
(川根本町・南砺市)

の事例を通して

第１部

第2部

第3部

右記申し込みフォームより必須事項をご記入の上、お申し込みください。

〜令和の教育にビルドインする〜
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄

〜令和の教育にビルドインする〜

27日
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複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30
~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討するi.'ー- - - --—_ 一 ― -一一―—―-—- ＝ --—— —- - ----=—_— -] 
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複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30

~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する

巻頭言

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム（基幹大学：静岡大学教育学部）は、2016 年度からユネス
コ活動費補助金の採択をこれまで３件（各最大 3 年間）受けています。2020 年度からは「SDGs 達成
の担い手育成(ESD)推進事業」の公募採択により、次のプロジェクト事業を行ってきました。
〇「ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発」（SDGsP1）
このプロジェクト（SDGsP1）は、公募分類 1（カリキュラム等開発・実践）のプロジェクトですが、

3 年目（2022 年度）の公募申請が不採択となりました。そこで、静岡大学の（プロジェクト事業）「終
了後の（経費）支援」を受けてプロジェクト内容・規模を縮小し、今年度活動を実施しました。
本報告書は、この３年次 2022（最終年度）の活動報告書（2023 年 3 月発行）です。初年次 2020（第

1 回）報告書は 2021 年 2 月、２年次 2021（第２回）報告書は 2022 年 2 月に発行しました。

SDGsP1 の目的は、SDGs 未来都市・南砺市（富山県）及び川根本町（静岡県）のホリスティックな
学校改革を支援しながら、モデル開発の研究成果を全国に発信することです。2 年次には、2 つの参
加自治体に加えて、帰還困難地の教育創造に取組む大熊町（会津若松市、3 年目は辞退）を得ました。
今回は、事業開始から３年経過しているので、その活動の全体総括も含めた報告書となっています。

P1 事業の特色は、「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を学校改革とシステム転
換に繋げる」という理論枠組みのもと、若手教育研究者（8 名から 9 名へ）を結集した組織「ESD ほ
りぷ」を立ち上げたことです。当初は、事業自体と各自治体の教育改革支援の全体像の可視化のため
に社会的インパクト評価手法であるロジック・モデル（LM）を作成し、支援活動を行う方向性を探
究しました。しかし、２年次に日本教育政策学会と共同開催した公開シンポジウム「ＥＢＰＭ時代における
教育実践と制度改革の枠組みの構築～公立学校の変革支援の枠組みをどう創るか～」を契機に次のような
取組みに転換しました。すなわち、「自治体の教育改革支援の枠組みと大学教育・教師教育の改革枠組みを
「機関包括型（whole-institution）アプローチで探究する方向性」です。

これを受けて３年次は、自治体の改革支援のさらなる推進と検証、モデル開発の理論的・実践的な総括的
な検討を行って、全国にその成果と課題を発信することとしました。主な活動は 5 点です。
１． 自治体の教育改革支援の活動等は、引き続きそれぞれの自治体で展開しています。2 つの自治体の

教育改革はプロジェクト開始から 3年経過しましたので、改革の進捗状況と成果と課題を整理しました。
２． 「モデル開発」の枠組みに基づいてまとめた「教職大学院の改革方向性」を確認して、教職大学院改革

プロジェクトを立ち上げて活動を開始し、全国５大学の教職大学院のインタビュー調査を行いました。
３． 全国５大学の教職大学院のインタビュー調査では、プロジェクトメンバーだけでなく、静岡大学教職大

学院の現職大学院生も調査に参加していただきました。他の教職大学院の現職教員との意見交換の
機会は非常に有意義であったようですので、今後の展開が期待されます。

４．若者（youth）が ESD/SDGｓの活動を企画実施する活動を行いました。大学教員が支援し、大学生が中
学校の生徒に防災・減災学習を、ESD/SDGｓの視点を入れて授業を行いました。

５．第 1 回（2021.2.4）、昨年度第 2 回（2022.1.25）に続き、プロジェクトの最終成果報告会を兼ねて、第３回
シンポジウム「複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み～令和の教育にビルドインする～」をZoomに
より、2 日間にわたり開催しました（2023.2.26<日>,27<(月)>）。

さて、中央教育審議会は「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会を置き、昨年 12 月 19 日に答
申を出し、改革工程表を示しました。答申は、学校と教師の役割の現代的な変化を指摘し、それを教師の資質・能
力向上とNITS（教職員支援機構）の整備充実による研修（学び支援）、管理職による教師に対する学びの管理と指
導の枠組みを柱にして提示しています。本プロジェクトは、答申の考え方を取り入れながらも本格的に学校のシス
テム転換を視野に入れた教育政策と学校・教師改革の実践・検証を繋げることです。
具体的には、「教師の内発的実践力を引き出し、学校制度（システム）を質的に転換する枠組み（システム思考）

を理論的実践的に探究する」ことです。残念ながら、答申には、学校と教師の構造的なシステム改革（変容）という
転換期の視点が希薄な（ない）ために、結局は教師に過重な責任を押し付ける論理（考え方）となっています。問わ
れるべきは、学校・教師のシステム構造改革に重大かつ多大な責任を負う（期待も大きい）教育政策担当者、及び
教育行政担当者のあり方・役割、指導主事や校長・副校長・教頭等の教育リーダー・学校管理職の役割（リーダー
シップ）と責任等の観点です。
内発的実践者としての教師と、教育政策・行政担当者や校長等が双方向（実践⇔学校⇔政策）の良好な円環関

係を構築できることによってのみ、実効性のある教育改革の実践を創造することができると考えます。
最終年度の本報告書がどれだけ上記の内容に迫っているかは、みなさんの評価に待つことにしますが、

この方向性で、みなさんとともに令和の教師教育改革を創造していくことを期待しており
ます。

2023（令和 5）年 3 月 10 日
梅 澤 収（静岡大学特任教授）プロジェクト（P1）リーダー  

cESDふじくん
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分
冊
１
　
　
26
日
第
２
部

分冊１ー

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 3 年次（第 3 回）シンポジウム

ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発

2023 2 ZOOM

   

(Matsumoto Kenichi )

本 南砺市教育委員会の 本です。 は な教育 を る「南砺市の教育 」

3 の と課題 ということで話をさせてもらいます。

まず南砺市の です。南砺市は の で 市に きな市です。でも、 市は

50 人。南砺市は 4 りでほとんど です。ただ、世界 の 、 本

の のま 、 り、 の の 、

りといったように の でそれ れ な が き れています。2022 みた

い ト 、8 1 です。

この南砺市、 第 2 南砺市 では ( )市長が「誰一人取り さない、誰もが

で らし けられる 」を 、「一 の 」を目指すということで SDGs 市

にも ばれています。

の南砺市の現状を見てください。 から 19 、4 つの と 4 つの が して 1 つの

市となりました。 となる 市がありません。市の を見ても ん は ん しかない

のです。 も もない、 はも ろん っていない であります。しかもそれ

れの 学 や 学 が に を いて 1 ずつしかないのです。 から 50
に する の がそれ れの で 学 を して 1、 1 という をつくった

けであります。

そして 、南砺市はとにかく 8 それ れ する 学 を 事にしていこうという

ことで行政を行ってきています。ところが、この 50 を て が進行しました。これを

見てください。 学 の を見て分かるように学 3 あるのが 学 だけ。あ

とは学 2 学 、 学 、または 学 といった さな学 ばかりになってきています。南

砺市 の委員会からは、こんなにいっぱい 学 と 学 があったら南砺市が

する。2045 までに 学 4 つ、 学 2 つにという がありました。 を にして

8 で学 を すという教育行政を行っているところに、 が られたのです。

しかし、見てもらったら分かるように が ゃく ゃ い。しかもそれ れの や に

は な が いている。本当にこれを することに意 があるのだろうか。 しいの

ではないかと教育委員会は考えました。ところが行政 当のほうでは、とにかく 学

の を 分に、 を 2 分の 1 の を 分にと言ってきている けです。

しなさいと言ってきていますが、それ れの には 学 と 学 が 1 つずつな
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れの 学 や 学 が に を いて 1 ずつしかないのです。 から 50
に する の がそれ れの で 学 を して 1、 1 という をつくった

けであります。

そして 、南砺市はとにかく 8 それ れ する 学 を 事にしていこうという

ことで行政を行ってきています。ところが、この 50 を て が進行しました。これを

見てください。 学 の を見て分かるように学 3 あるのが 学 だけ。あ

とは学 2 学 、 学 、または 学 といった さな学 ばかりになってきています。南

砺市 の委員会からは、こんなにいっぱい 学 と 学 があったら南砺市が

する。2045 までに 学 4 つ、 学 2 つにという がありました。 を にして

8 で学 を すという教育行政を行っているところに、 が られたのです。

しかし、見てもらったら分かるように が ゃく ゃ い。しかもそれ れの や に

は な が いている。本当にこれを することに意 があるのだろうか。 しいの

ではないかと教育委員会は考えました。ところが行政 当のほうでは、とにかく 学

の を 分に、 を 2 分の 1 の を 分にと言ってきている けです。

しなさいと言ってきていますが、それ れの には 学 と 学 が 1 つずつな

んです。もしどんどん人 が るとすれば の の学 と するという もあるけれど、

そうではなくてそれ れの で 学 と 学 を 1 つにするやり もあるのではないかと考

えました。そうすれば が 分にできるのです。どの も教 がいっぱい っているので

す。だとすれば をまたいで するというよりは、それ れ で全て 教育学

にすることも ではないか。そうすることでいまやっている「 を にした学 く

り」を していけると考えました。

WHO の学 の は「学 が さいほど教育 が きい」です。「10 人から 20
人 らいの がいい」と言うのです。しかも「生 が 100 人を らない学 がい

い」とうた れています。全ての 生が、全ての子どもの や までき んと言える。そ

んな学 こそ「 かな人 を育てる」には、 しているのではないか。教育委員会としては

「 らかに な学 は子どもにとっていい。これは の ではない。」と考えました。

生の 本教育学会 38 2012 にもありました。学 を した

、一 誰が本当に を らせたかということについてです。 として言えたのは、学

で される の は教員の人 であると。人 を しているのは、 は市

ではなく と であることから、どんどん して学 を らせばお の で をするのは

や 。市は を したりして らず は らないという学問 な も

ありました。だとすれば も もない南砺市。それなら や の 助を 分生かして、

人 をいっぱい南砺市に ってもらってき んとした子ども、人 くりをしようではない

かと、 考えている けであります。

に、 3 4 にまず南砺市 南砺つばき学 という 教育学 を しました。

これも教育委員会がつくったというよりは、 という から学 をなくすよりもき

んと 教育学 で したいという が てきて、それを市長が 、つくり始 たもので

す。その に した 教育学 、当 9 一 です。

この学 の ですが、 かな をつくろうということで 6 時 目をや ました。 か

ら まで 5 時 目までしかない。つまり、部 をしても 5 時に れる学 をつくろ

う。1 の 時 を 8 時 にしよう。教育課 時 が りない部分は みを 20 に

しよう。 みを 20 にして を にすれば、き んと教育課 は たせるという

ことです。

さらに 教育を させようと を しました。これは 5 時 目にすると

学 1 2 生は 4 で終 る が のようにできるのです。 のない 5 時 目の

部分の時 が ってきます。これを のように 5 時 は、 学 1 2 でも 力 にも問

題がない けだから、何か えないかということで と学 は に しました。その

9 で 400 時 の ICT や が 意の時 として やすことが なので

す。

さらに する時になかなか進 を られない子どもがいっぱいいる現状の問題 があ

ります。自分で自分を見 けられる時 をつくりたいということで 自学の時 を しま

した。何をするかは まっていない。子ども一人一人が自分の行きたい 生のところ 行って

意見を聞きながら自分がやりたいことをする。 きな 生が っても ない。そんな
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自分探し の時 を けてみました。

こうやって ある学 くりを一つの学 が行うと、 の学 もうかうかできない状 が

生まれます。自分た の学 ももっともっと を さなければ も人も いてきません。

と学 が一 になって主 な学 くりを始 ます。そして、もうすでに に み

ったのですが、南砺市の全ての学 を しました。 を にした 一 教育

を 本としながら、 な に えるた 、 に られず、行きたいと思う学 に行け

るようにしようということで始 た けであります。

また、現 、南砺市 学 。これは の ですが、 のずっと にある もすでに

から 教育学 してほしいということで 会を ています。ここでは

会から 1 、子どもた が 10 人から 15 人が 学で ています。 の子どもと

学の子どもが一 に学 う、しかも 。これを生かした学 くりの を進

ているところです。 6 4 です。

また にある 学 と にある 学 、これは とも 10 に

したまだまだきれいな学 なのですが、 学 もすでに から 学 が始まるという

ことで、それに対して 教育学 にしたらどうだろうかと教育委員会から しました。

ャ を 、 育 と 学 の 1 から 4 。5 6 は 学 とくっつけて 5
から 9 を ャ 、学 を とした ャ 、教 を とした

ャ 。こんな はどうだろうかということで 、 、 に けているところで

あります。やるかどうかは が ることだと考えています。

南砺市は、どんどん も子どもが っていきます。全部そのまま学 を すことは市が

することになります。だから、どうしても は らさなければならないのです。 えばこの

ですが、 、分かっていることは、 生まれた人 から考えると 17 には

1 から 3 まで全部単 になります。2 学 ある学 がなくなるのです。「全部単 になった

時には、 ず 教育学 にするか の学 と するか」、どっ かをそれそれの が

してほしい。 ゃく ゃ きい に単 の子どもた だけの 学 学 が

しては、市は するということで 17 の 5 、 12 に 教育学 にするの

か学 するのか。これを の 者や の人が る。つまり、 の意思を

しながら学 の り を ていくという を しているところであります。

、南砺市の 学 をす に 2 つに する。そんなことはできません。 からいろんな

教育学 、いろんな ある学 もしていきます。それらの を見ながら、その時そ

の時の 者や が、 を ることだと考えています。

こうやって に することではなく、 を にした な学 で していこうと

した時に、やはり 学 の問題 をなくす、 しでも らすという が になります。

そこで「南砺 の教育 」と題して、 のような 3 本 でこの 4 、教育 を進 て

きています。

一つは チ です。これは 学 が主 になってそれ れの学 が取り 課題
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南砺市は、どんどん も子どもが っていきます。全部そのまま学 を すことは市が

することになります。だから、どうしても は らさなければならないのです。 えばこの

ですが、 、分かっていることは、 生まれた人 から考えると 17 には

1 から 3 まで全部単 になります。2 学 ある学 がなくなるのです。「全部単 になった

時には、 ず 教育学 にするか の学 と するか」、どっ かをそれそれの が

してほしい。 ゃく ゃ きい に単 の子どもた だけの 学 学 が

しては、市は するということで 17 の 5 、 12 に 教育学 にするの

か学 するのか。これを の 者や の人が る。つまり、 の意思を

しながら学 の り を ていくという を しているところであります。

、南砺市の 学 をす に 2 つに する。そんなことはできません。 からいろんな

教育学 、いろんな ある学 もしていきます。それらの を見ながら、その時そ

の時の 者や が、 を ることだと考えています。

こうやって に することではなく、 を にした な学 で していこうと

した時に、やはり 学 の問題 をなくす、 しでも らすという が になります。

そこで「南砺 の教育 」と題して、 のような 3 本 でこの 4 、教育 を進 て

きています。

一つは チ です。これは 学 が主 になってそれ れの学 が取り 課題

です。2 つ目は の 一 教育 。これは、それ れの の 学 と が一

つになって取り ものです。そして 3 つ目、 まとまってもそれそれの 学 が単 で

も対 できない 部 です。この問題に対しては市 全 を対 に教育委員会が主導

でやることにしました。この 3 つです。 しているところは 74 の当たり 、そ

れから学 の 一。これを見 そう。 です。当たり だと思っていたことは、本当にこれは

正しいのか。 一にする があるのかという で見 すことです。

では、どんなことに取り んできたのかについて話をしていきます。1 つ目はチ

です。現状の問題として 職、 、 な 、学 があります。学 をい

っぱい見て るとなかなか全部の教 にしっかりした 生がそろっている学 はありません。

い 生もいっぱい えて、ものす い が てきています。そこで教員がチ になって

学 の指導に当たる、これを市の としました。 にどんなチ になるか､どんな

をするかは 学 で対 していただきます。

えば 学 単 の 学 では 3 と 4 、それ れ 10 人ずつ、 学 せて 20 人が

する学 を想 して考えていきまし う。生 や や 、 、 、学 、

の会など、これらの学習指導 の目 は 学 、 学 、 学 と 2 でまと て し

てあります。つまり、 学 と じように 学 まと て 人の 生で T-T を み、一 に

学 ことは だということです。A と B をつくって一 にやれば では も

しくできます。 生 も の 生のやり を OJT として見習いながら い 生の

いいところを ばしながら、チ になって に当たるということです。 学 でも 5
1 、5 2 。一 にやることも なのです。 育は い 生。 の 意な の

生がいっ んでやる。これもいいと思います。

学 でも ほど言った 部の学 では 学 の子どもが 2 人、3 人です。これで学

とに をやっていても な意見を聞けません。そこで A 、B 、C と

の で をつくって、 1 から 3 までが一 になって を学 。

の 生も T1 には 3 人の 生が順番にあたる。つまり、 生 も 3 分の 1 の教 を行い、

それ れ られたいい をしてもらう。これが子どもにとって があるのではないかとい

うことです。このことを 2 から始 ました。そして教 主 を にした 修会、それ

と やっている ト、これらを に を ねながら も進 ているところです。

チ の 。 き が きがい になることです。やれやれじゃなく

て 長 生や い 生 、学 主 がみんなで しながら自分た で きがいを感じられる

していく。問 れるのは学 の主 、 と の いなのです。こんなこと

を 事にしたいと思って している けです。

2 つ目は、 の 一 教育 です。 一ではなくあくまで を とします。

ほど言ったように 、 には と が 1 ずつしかないのです。このことを ット

ではなく、これを ットとして え、その ならではの をしていこうということです。

学 委員会も で とに することにしました。 を った るさと学

習も進 ています。南砺の学 はとにかく 1 つの 、1 つの 、これと ががっ り手を

ということが ではないかと思っています。
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やっていることとして、 えば みも は一 な み は、 は 38
らいでしたが、一番 い みは ほどの南砺市 南砺つばき学 では 20 です。一番長

い学 は 36 のところもあります。 部の の に力を れている 学 では、

みも みも いのです。これでどうするのかなと思っていたら、 の 11
らいから まで 5 時 目までにする。そして、 くなる から の部 に力を れて

子どもた の力を させる を てました。そういった な取 みみが と

学 と PTA の 意によってなされるのです。も ろん みを るのは教育委員会です。

教育委員会では、 まで「南砺市の学 の み は一 に です」と言っていたの

を、「それ れの学 は です」という うに しながら教育委員の了解を てこれ

を進 ているところです。

るさと学習。ようやく との 9 の一 した が できあがりまし

た。この 、学 の 会を しながら をどのように子どもた に生かして

いくか っていきます。 人 の 、これが一番 事な と思っています。

一 教育の課題の対 は、やっぱり っと時 も するし、ここ しいなと思ってい

ます。何とかして と が と一つになる。 の人が 事にしてくれる学 。これが で

はないかと思っています。

の 3 つ目は「部 」です。正 言って 一番 を ています。 は きく 2
つです。 行と です。 行は が主導でやろうとしている です。

というのは、南砺市ならではの問題です。 は南砺市の現状として、 が 学 の教員をし

ている の学 は 学 に 5 ありました。 は 学 2 です。子ど

もの は 3 分の 1 になっています。ところが、部の は学 5 の時とほとんど ら

ないのです。 長が部の をいくら らそうとしても 、PTA のほうから自分の子ど

もが 学 から 学してくるのにその部をな らすのですか、 る 。なかなか 長

生の一 で思いきって部を らすことができなかったということがあります。どの部もほとん

ど部員 でチ もようやく に られる状 です。 人 はチ が ないというと

ころも てきています。本当にこれはす に手を けなければならない問題であると考えまし

た。

うどそんな 、 も部 が始まりました。 は教員の き のた

に部 を に 行するというものです。対 となるのは のみ 学 の部 を

行する。これが 、 本 で行 れている部 の 行になります。しかしながら南砺市

はそう思っていません。 は、これだけ部 が かにならないとすれば 全ての 、

はなくなるのではないか。 な生涯 生涯 ができる

をつくる。これが目 であります。

簡単に言うと、 だけ の人に指導してもらう。これは本当に部 の教育なのだろう

か、これでは を教えてもらうだけではないか。そんな だけ教えてもらって子どもが育

つものなら、学 はいらないのではないかと思うのです。 行するのだったら、やっぱり

の 生に も て を教えるのではなくて、子どもの部 を えてもらう を

りたいのです。 進 ているのは 2 と か 。 なくともこれだけのことを
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らいでしたが、一番 い みは ほどの南砺市 南砺つばき学 では 20 です。一番長

い学 は 36 のところもあります。 部の の に力を れている 学 では、

みも みも いのです。これでどうするのかなと思っていたら、 の 11
らいから まで 5 時 目までにする。そして、 くなる から の部 に力を れて

子どもた の力を させる を てました。そういった な取 みみが と

学 と PTA の 意によってなされるのです。も ろん みを るのは教育委員会です。

教育委員会では、 まで「南砺市の学 の み は一 に です」と言っていたの

を、「それ れの学 は です」という うに しながら教育委員の了解を てこれ

を進 ているところです。

るさと学習。ようやく との 9 の一 した が できあがりまし

た。この 、学 の 会を しながら をどのように子どもた に生かして

いくか っていきます。 人 の 、これが一番 事な と思っています。

一 教育の課題の対 は、やっぱり っと時 も するし、ここ しいなと思ってい

ます。何とかして と が と一つになる。 の人が 事にしてくれる学 。これが で

はないかと思っています。

の 3 つ目は「部 」です。正 言って 一番 を ています。 は きく 2
つです。 行と です。 行は が主導でやろうとしている です。

というのは、南砺市ならではの問題です。 は南砺市の現状として、 が 学 の教員をし

ている の学 は 学 に 5 ありました。 は 学 2 です。子ど

もの は 3 分の 1 になっています。ところが、部の は学 5 の時とほとんど ら

ないのです。 長が部の をいくら らそうとしても 、PTA のほうから自分の子ど

もが 学 から 学してくるのにその部をな らすのですか、 る 。なかなか 長

生の一 で思いきって部を らすことができなかったということがあります。どの部もほとん

ど部員 でチ もようやく に られる状 です。 人 はチ が ないというと

ころも てきています。本当にこれはす に手を けなければならない問題であると考えまし

た。

うどそんな 、 も部 が始まりました。 は教員の き のた

に部 を に 行するというものです。対 となるのは のみ 学 の部 を

行する。これが 、 本 で行 れている部 の 行になります。しかしながら南砺市

はそう思っていません。 は、これだけ部 が かにならないとすれば 全ての 、

はなくなるのではないか。 な生涯 生涯 ができる

をつくる。これが目 であります。

簡単に言うと、 だけ の人に指導してもらう。これは本当に部 の教育なのだろう

か、これでは を教えてもらうだけではないか。そんな だけ教えてもらって子どもが育

つものなら、学 はいらないのではないかと思うのです。 行するのだったら、やっぱり

の 生に も て を教えるのではなくて、子どもの部 を えてもらう を

りたいのです。 進 ているのは 2 と か 。 なくともこれだけのことを

子どもと学 と一 に の がやってほしいということで進 ています。

時に 学 部 ですから、 の人が対 できない部分は学 の 生にもこれからもや

ってもらおうと思っております。 学 から 問が部 から手を く。 までこれだけ 事

にしてきた部 をそんな簡単に てられるものか。この をやっぱりき んと子どもの育

につな たいと思います。

時にもう一つは、 学 だけでなく 学 も て 行していこうとする

みもやっています。子どもが った。だからこそ 学 から の指導者にいろんな

、 を教えてもらって、そして の力を借りて子どもを育てる。そんな 9
をつくる があると 考えています。

の として、 学 も 学 もそれ れ も しながら、 には えば

南砺市全 を する 会とか ット 会というように 学生も 学生もみんな

人と一 に まって、その を し るようなそんな南砺市を目指しています。これが一

の ではないかと考えます。そのた には から 、ここに指導者。これらが一

つになる、そんな くりを しているところであります。

の は 4 つあります。一つは 行。これは全 な課題で部 を の指導者

にしてもらうということです。南砺の は、学 教育の部分と 会教育の部分。 も

てやりながら の指導者が 学 全部一つになる、そんな を目指しています。2 つ目

は です。もうこれだけ子どもが ると、全部の部 を全部の学 に すことは

です。 えば までよく た部 がそれ れに 学 にあります。 えば 部は A
学 と D 学 。 ットは C だけとか、あるいは には にせず全部 にして

やりたいというのも現 れました。こうやって一つの に指導者も まり、そして子ど

もた も まる。そんな をつくろうと考えました。

そうするた には子どもた の部 の が るた 全ての学 を にしました。

これは 学 として えば一 になると 9 学 に にくくなる。 の学 に

することをよしとしようということから を全ての学 で しました。これに

よって部 も した部分、どうしても行きたい人にはその学 行くことを にし

た けであります。

これに って、も ろんその に行くた の は親の になります。ただし、JR とか

を うのに な もかかる。そこで 4 の がある子どもた には、全て

の の 学 を全 市で するという にしました。これが南砺市が

考えた です。 の 4 から始まります。現 22 に しました。 はそのう

12 は、すでに を えていた子どもが自分の に っただけで、 たな 10 は

の に って学 を んだ子どもであります。す ての学 の子どもに の を

にしたのですが、いずれもこの 10 は 1 と 1 でした。

の の 番目は、指導者 です。 までそれ れの や の指導者だった人た が

南砺市の指導者になってもらう。これが しい。 まで だった指導者を一つにする。こ

の しさに っています。また現 で いている人がいるので、 をつくったり 職

の をつくったりするということも進 ております。 、南砺市 職員について

は、もう市長から OK だと を ています。

、4 番目がこの くりであります。 っているのは は や が にです。 が
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らついていることです。 110 るといっていたのが に 20 になる 、どう

やって これに対 していくのか。 から ることがしっかりしていないた にもう の南

砺市としては、本当に しているというので っている状 であります。

は、この 。 や 。 ある を何とかして

生かしながら、これを 現しようと思っております。 は 学 です。 学 だけの部

はありません。何とかして市の生涯 、生涯 の な をつ

くりたいと思って 、 しているところであります。この 、 4 から 8 まで

を みながら 10 という で進 ています。

3 この トに南砺市は させてもらいました。本当にありがたかったです。

は教育委員会という子どもの教育に に を える教育現 にいると が きく

のしかかってきます。どの に導くか るとき、 に子どもの に対する と が

よ ります。でも、 トのみなさんから、 な から った時の助言を けたり

学問 な けをさせてもらったりしたこと、そして一番うれしかったことは 気をもらった

ことです。 で もかないません。だけど、頑張る という 気をもらいながら これから

も教育 をしていこうと思っております。

、南砺市の を終 らせていただきます。ありがとう いました。

世界遺産　相倉合掌造り集落　

5
月
a

3

こ、
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らついていることです。 110 るといっていたのが に 20 になる 、どう

やって これに対 していくのか。 から ることがしっかりしていないた にもう の南

砺市としては、本当に しているというので っている状 であります。

は、この 。 や 。 ある を何とかして

生かしながら、これを 現しようと思っております。 は 学 です。 学 だけの部

はありません。何とかして市の生涯 、生涯 の な をつ

くりたいと思って 、 しているところであります。この 、 4 から 8 まで

を みながら 10 という で進 ています。

3 この トに南砺市は させてもらいました。本当にありがたかったです。

は教育委員会という子どもの教育に に を える教育現 にいると が きく

のしかかってきます。どの に導くか るとき、 に子どもの に対する と が

よ ります。でも、 トのみなさんから、 な から った時の助言を けたり

学問 な けをさせてもらったりしたこと、そして一番うれしかったことは 気をもらった

ことです。 で もかないません。だけど、頑張る という 気をもらいながら これから

も教育 をしていこうと思っております。

、南砺市の を終 らせていただきます。ありがとう いました。

第3回シンポジウム発表プレゼン

持続可批な教育基盤を割る

『商砺市の教育改革J
- 3年閏匈威累と諜題一

RS. 2. 26 
南砺市教育委員会教育長

（富山大学名営教授）

教育長松本謙一

南砺市の概要

••• 
ー＂事・

テー ・遍鳴 富U膚9

冨山●

疇●"'
石JII● 鴫●●

3纏人口 49, 047人

？世書麟 17, 673,. 
（令和3年5月

こ璽韻 668. 64 

平方キロメーH駐

琵琶瀾ぽとの薗樋

山林は全体の約80%

゜
世界遺産 五箇山合掌造り

五箇山合掌造りのある相倉纂落、董沼
集落は、岐口県白川燭と共に、平成7年
12月にユネスコの世界文化濃産に登饂
されましに．言深いという厳しい白然に
対する強固な造り、さらに生活の壇と生
業の場をひとつにした合遭的な建築です．
現在も｀地域住民が生活している伝統的

集落です。（右写真 ：蒼沼合冨造りのライト
ァップ）

日本遺産 木彫刻のまち井波

冨大工の警（のみ） 一丁から生まれた
軍麗にして豪壮な井波彫刻とその木彫
刻職人たちが造り上げたまち井波が、平
成 30年5月に、日本遍産に認定されま
した。
まちの至るところに彫刻がほとこされ、

地域互●らしに根づく井波彫刻の高い技
術力や芸術性は、広く釘国から認められ 1

ています． （右写真：職人が彫る井濃彫
裏）

’̂’ク. ~ . , 
そ‘‘ゞ
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ユネスコ慧形文化叩匿

城端曳山祭り (S

越中の小京都といわれ8加刷
て,3 0 0年の伝統を誇る城端倒
りは、 OOの三要熙形民俗文化財、
入］熊形文化財に登録され（いま
御神像を乗せた6台の山屯が町中を
り歩き、笛一味線の音色にのせて
端独特の I庵唄｛しおりうた）』が唄わ
れる優雅な祭りです．
（左写真：鳩纏曳山景り山軍）

(5月1日・ 2
・プrIジl"’ 

這 20刀｝住みたい国舎ペストランンキン＂
8年連続北陸1位

（棟）這勧憎ヽする、［晒たい齢」 二 ¢ 辺

第 2次南砺市総合計画 (R2~）

星本方針（将釆像）

誰ひとり取り残さない

誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ

一流の田舎を目指す （田中市長）

(SDGs未来都市）

’̂’ク. ~ • • 疇
.,919g', ヽ
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゜19年前、小さな
4町4村が合併

↓ 

中心となる
都市が無い！
イオンもアピタもない

F

し鳳『＇
R2.4現在

令
南砺市学校

配置図

•福光地区
を除き、
各町村に

1小学校 ・
1中学校
（各町村の

H28.3 第2次南砺市公共施設再

〈今後30年間の編成方針〉

・ 小学校

• 8地域にそれぞれ維持

・大規模改修時には減築

中学校

（小学校と同じ）

＊ 利賀•井口は短期に義務教育学校の

小中学校の現状 ： 小規模校ばかり→さら•一
9つO)IJ~屯

小学校 児童数 4"蓼縫

井波小学校 357 井波中学校

井口小学校 43 井口中学校 23 

利賀小学校 13 利賀中学校 8 

城端小学校 384 城靖中学校 191 

上平小学校 77 平中学校 43 

福野小学校 663 福野中学校 348 

福光中部小学校 303 福光中学校 186 

福光南部小学校 98 吉江中学校 217 

福光東部小学校 279 

合計 2217 

く平成 30年 5月 1日時点での児・生徒数＞

’̂’ク. ~ . , -.,. 4‘"~ `  
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！りじilIIi9、--尺III

心

hi!i!．-i乱ii;
45 

liiiilIIl i h I IiII'改醤
J9 : 

:}｛ 
“ .,ぽ減 ill;:ili

胃含-li
...... -..,— 

南砺市の概要
2
9
7
9
蜘
、

一

0

,

＇邑

更`'

,
,̀
．

r
プ

年
8

5

1

1

6

 

9
ぃ

6:
5

そこで・・・・ （どうのりきるか？）

30年後、各地域に8小・中学校維持〈市の方針〉

面積を1/2に 〈行革の方針〉

↓ 

《方向性》

3呻後、8地詮ての中姪義務教育学校も可、
（全学年単級になる5年前に、各地域が義務教育

統合化を決める、全市的な見地から確認する）

’̂’ク. ~ • • 疇
”919丘＇ ，ヽ
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WHO 

学

↑

．

．
 

ー

ぷ皿卜曾ブ 0心疇嘩事拿攣•譴L●匹9m

学校縞慶合政策の財政効棄--
（前提. ~ 

（イ
をするのは、国や県

（市は得をしない）
／ 

令和3年度4月スタート

南砺唯一の義務教育学校

南砺つばき学舎

9』、中一貫教育の
トッ7ヲン＋ー

’̂’ク. ~ . , ， 
”‘"し`  
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義務教育学校とは

全教職員のよさを生かし、 ”
一貫した支援を行います

特色① 『豊かな日常の実現』

く南砺つばき学舎＞

► 6 限廃止

► 1日の在校時間約 8 時間

►夏休みを短縮伍旦韮D)

1年生

ね霜―
•
S町
-n̂ 

C

艤
(
嵐

i

c
 

2
~ 

特色② 外国語教育の充実

► 1 年生から英語に慣れ親しみ、コミュニ

頑蘊f甘籍：尺呪．ると

墨醤！
9年間合計で約400時間増加

(ICTの活用も含む）

’̂’ク. ~ • • 疇9
.,919g', ヽ
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特色③主体的に自分見つけをする

学の時間』の新設

ICT、英会話等

うかうかでさない飽のI』、中学校 ・各一

南砺市各校の主体的な取組の促進！

それぞれの学：の特色が現れる。

謳 ＾＾ 
＇ ‘‘ 学校を選択できる「特認校化」

南砺市立利賀学舎構想（仮了］

＜利買自然学舎＞ ＜日本の原風景＞

g 
子僕 0人

”員が●て
，，子どもの●
ll・，，艶●！

5
 

大自然

人情 文化

＜長期山村留学＞

3年生ー 9年生

地と山村冒攀がスクラムを饂んで攀校載冑をバックアッブ

’̂’ク. ~ . , ， 
噴I~し｀ 
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””‘«ス曇 • 小・"“皐一貫●冑

し （四『-紐五●山学舎」 蠣想

””” “”゚“上
[HJ.k”..ンパス

一≫ 噸論
...＊．”鼻旱櫨1～●零事

[-l•疇●ンバX
-II厚艤6~0攀

.,..'編［い心A... 

ぷ国］
拿一▲ベーX●●囀．．亀”.. 

> ≪ ●舅轟U鯛 ＞ 

5年111の鬱活動

・ 1心•した

●畢••置胄 (OO}

“'争tュ阜●●●●一鐵..，...“ 
. "--•したス.....,...ダ9,.

·•·●攀皇と嶋鸞〇

n會囀交糞

霞急".......．．
↓ 

R這竃襲計

匹虞エ●
4年閾のスポーツ少年団

“,．攀鼻はス•-ツ-••ね●）

井波地箪学級数の見通し ". 
虞笠露 (5，，●で）と覺•ま彎重の·鱈から 学級

• 99名軍員
.．書雹員と甑鸞

持続可鮨な学校へ向けて
9』9規模校の問題点への対応

『南砺 令和の教育改革」
一学校の主体性・多様性を支える一

&99ク. ~ • • 疇．i,1, ヽ



19

分
冊
１
　
　
26
日
第
２
部

分冊１ー

改革の3本柱
（小規模校のデメリット解消 ・

1 

: R3. ＿----

自委員会主導、 市内一斉）

【小学校の場合】
≪学年単級の学校≫

6
~)
>

>CK~

1
g
/
 

でま

〇~
・
》
ー

゜
ĝ＿_

t
 

1「チーム担任制」
《問題状況》：大量退職・大量採周

（質的な脩下・学級閏格差）

↓ 
教員が干ームになって樗敬学絹の指゚

当たる（市の方針）。
方法姑各学校で（＝

囀~ ＾ ^ 
- ‘~’ 
・“ “ 
3•4年髪一纏に

゜
令

•~ ? ? oニ
※主に、生活科、音楽科、 世

科、通惚科、外国語、 皇関危か1"
の会等で実施

’̂’ク. ~ . , ， 
‘‘"し`  



20

分
冊
１
　
　
26
日
第
２
部

分冊１ー

【小学校の場合】
＜＜学年複数学級の学校≫

学年全体 ・学級ごと

-^̂ ⇔^芯` -..... ヽー、
；； ；1 ．• 一 - -̂  

碑；纏 二 吟＾匹年＾ ＾ 令~I~, | --？”..:.. ざ`纏＾
※主に、生活科、音楽科、 巧否工和

科、遍晒科、外国語、

の会等で実施．

【中学校の場合】
く単級・ 複式学級の学校＞

↓
 

：各――?
g
 

:̂U 

全学年合同も

＾ -‘’ -~·“`」をヘ... 
※主に、通函科、学級活動、相屯輛
給食指導、生活ノ-1-を
晉相駿等で実施，

【中学校の場合】
≪学年複数学級の学校≫

――-.. これまでは学縁ごと
,-----1 ' 

。令
曲
什ー；ぷ

学年敦員がチーム

’̂’ク. ~ • • 疇
.,9199', ヽ
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成果と課題
【チーム担任制研修会】

令和2年 11月～ 年1回

南砺市内全小中学校のチーム
担任制推進担当者

（教務主任）が集まって研修会

【チーム担任制アンケー ト】
アンケート実施期間：毎年3学期

アンケート対象 ：南砺市内小中学校全教職員

アンケート方法 ：webで個別回答

「千一

Z 地域基盤〇
9』＼中一貫教育

’̂’ク. ~ . , ， ｀ 噴IしV
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各地域を基盤としたの小中一貫教育のポムヽ

① 8つの旧町村固有の文化、人脈、郷土愛を生か"0
0それぞれの地域の特性を生かした教育活動を展開する。

② 学校評議員会は、小中合同で組織する．

〇一貫性のある体制で、地域が一つになって教育に取り組

③ 系統性をもった「ふるさと学習」を進める。

0小1から中3までの9年間を見通して教育活動を計画玄

0地域が大好きな児童生徒育て、将来、地域に戻って

を期待したい。

M
5
 

＜一般的な中学校区＞ ＜ 

€ 

一つの中学梢9'-----------------------ヽ
‘ 複数の小学校 、ヽ

、ヽーーーーニ ――-”,1

―省t校
----」1．出上・凰

ヽ

地域基盤の

一貫した

教育活動
.. 

’̂’ク・ ヽ• • 疇.,91言＃， ．ヽ
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地域を基盤とした小中一貫校の例

・学校 ・
これからは...

・学校評議

教育委員会 ＊＊地域ごとに協議・検討

市内一律でな<...地域の多様性

主体性

地域を基盤とした小中一貫校の

◇一般的な夏休み 7/25 

◇南砺市一番短い夏休みI
市内一律で

7/25~8/31 

南砺つばき学舎 ＇ 
＇ 8/1~8/20' 
＇ ◇南砺市一番長い夏休み '?I,25

井波小・中、福野小

7/25-8/29 

38日間
, I 
I I 

18/1 8/20• 

亡
36日間

地域に学ぶ『ふるさと学習』
•地域との関わりを大切にしながら、

「ふるさと南砺」を誇りに思い、
市の未来を担う人材育成に努め←
す。

■生活科（小1・2年）と総合的な学習の時間
（小3年～中3年）の9年間を見通した指導
計画の作成(R4完成）

• ふるさと学習情報交換会設置 (RS)
■地域資源（人、もの、施設、地域行事）を生

かした学習活動

’̂’ク. ~ . , -.,. 
噴I~~｀ 
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小中一貫教育の課題

● 9か年を見通した教育計画の作成、見直し贔新たな教材作成等に時間を饗する．

● 児●生徒の遍学・遍級、先生の

貴動鱚により．毎年の計画の見

直しや修正調が必董となる．

※よりよい教育への

改善のための時間
{R4 9年間の一貫し厄

カリキュラム作成、
R5 ふるさと学習情報

交換会設置）

3 部活動改革

►中学校部活動の

► 地域移行

► 拠点校化

／ 

［南砺市の現状 l'5，，ラス→Zゲラス
. 1年生の入部でようやくチ・ 全校600人 全校200人8 • 3学年合わせても単独で

疇人チーム (1、2 部活動〇島が
増加 とんなに

・部員不足のため、吹奏楽

ある。 減っていない I
・人数不足による競技力の低下

•選択肢がない学校 ．．．仕方なく所腐

&99ク. ~ • • 疇
事91奮凸',ヽ
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●文部科学省が推進する部活動改革

・目的 ：教員の働き方改革
・対象 ：休日のみの中学校部活動の地域移行

●南砺市が推進する部活動改革とは…

・目的 ；市の財産である今あるすべてのスポーツ
文化・芸術を残し、持続可能な生涯教育
の環境をつくること。

・対象 ：①平日も含めた中学校部活動の地域
②小学校段階も含めた地域移行

スポーツ、文化・芸術の持続可能な環｀

ツ

口
。 次世代

曼け纏

9̂9ク. ~ ・ ... 9. 
噴Ì "｀ 
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改革の視点
1「地域移行」

全国的な課題

・「教員の働き方改革」に伴う、超

過勤務時間の削減

・専門的な知識・ 技術を有する地域

指導者の指導による部活動の質

な向上

屈説明②＞部活動の （南砺市版）

．鴎罐・

）
／
 

青

＿
多
様
な
用
届

一

I

ー

教会

こ
至i

i

i

ー

ー

活

（

l-
l孟

ー

閏
団

一ニ
ご――
一

4
5
-
~
 

0
こ
R

小零生鰭・

心ーツタ囀"’l
鳳．．．中心とした

—胃綱導

戸 日
中享土州皐

改革の視点
2 「拠点校化」

南砺市の課題

少子化による充実した部活動が

成立しにくい環境の改善

（学校部活動ではない、クラプのみ

’̂’ク. ~ • • 疇
事91奮旦＇，ヽ
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く説明①＞部活動の拠点校化とは…

< 

りツAe;̂'.

A中 B中

’'0・e 9/9・e
~9 皐 ~9 皐

ー遭 ． ..,'I 

｀ C中 D中

’’0・e ’’R • c 
~9 鼻 9 皐

— 濯 _...'I 

今、市内中学校にある全ての鄭活動糧目を、市内のどこかの
鄭活動数を絞りながらバランスよく配置

改革の視点
3 「特認校制度」

拠点校化による課題

各学校での選択肢の

減少に対する、

選択肢の担保、多様性の保障

く説明③＞特認校制度とは・・・
特認校鵠度は、 教百の多

通学区域外の市内IJヽ・中・ ．， 

令和5年4月

小・ 中・
内

’̂’ク. ~ ・ ... ， ｀ 4‘"~ 
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改革の視点
4 「指導者確保」

地域移行による課題

・「なんと！ 地域部活動応援企業 （暉

の募集

・指導を希望する教員の「

の許可

I~~一
①応退企業の登録 - PRマーク〇西

し
(1)人的支攘

（（紆雷氣空贔

②応援企業による情報交換会の設定

③ホームページ、ケープルW等によるPR活動

くますは胄藝市役所から先行実輝> R5~? 

人的支援の先行実施

［ 時差出勁
職専免胡度等の活用

向） ・勤務に支障がない（残業0時問／月以下）

・遇2回まで

※16: 15に1峙閏退勤を早めることで

16: 4曲ら躙活動指導を可縮に

／ 

改革の視点
5 持続可能な「組織づくりJ

既存の組織の活用

・スポーツ少年団 総合型スポーツクフ

小・中学校

・行政の財政的支援

ぐらつく国・県

&99ク. ~ • • 疇~'.,919丘＇ ，ヽ
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明④＞総合型地域スポーツクラブ
地域部活動L関する連絡躙整や会計・保験加入、実編羅告笥の事務

A地域し B埠 C嬉濾

豆~:~
帽l瀾讐酒I
（中学生）

碍生一旦□
R4爾閾市埠域郡活動揖進モデル事鑽について
・壇鑓靡頭饂l1職賓

鰤金 ：平日2回、休日 1回分については． 1●1,000l'I覺2人分蒙で霞が負鐙

慄麟麟 ：1カ所5人まで市がtll!!(6"員以上1.200Pl、“鐵以下1.850l'l)
寧霧墨l!I当書謝金 ： 111目に 1 人． 1遍•に1 ,000門覺”が負鐙 ／ 

• 会鳩使用輯 ： 敦＂繊霧諜において支出

R5からは事覆局担当者富金を纏合Ill埠域スポーツクラプで実鱒槙討

l地域移行の鍵は、小学校段階！

・小学校段階での指導者の地域連携体制の構築

・休日に各地域のスポーツ少年団が集まって活動する
児童同士のつながりUP

・スポーツ少年団への加入率UPの方策

• 
• 特認校就学を利用して、より充実した活動の担保

．拠点校型クラブや地域型クラプヘの加入

＜具体的な対応：現
令和4

暉点校

中
学
生

②地域移行
拠点校型クラブ
地箪型クラブ

”校部酒動
のみで活動

鯵け閉闇
令和9隼雇まで

活Ill饒閏

Ii 45玄で

④活勤団体

小スポーツ少年団

心ら虹ス
ポーツクラブ

••• 9...＿,、ス、一99皐•'●〇畳量●●’●L. 量重，’"ー·-··

9̂9ク. ~ . , -.,. 
噴lヽ｀ 
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散居村

まとめ： 3年間プロジェクト
参加した南砺市にとっての価値

► 改革は、まだまだ・・・・・先が見えないことへの新た

重くのしかかる貴任・不安

プロジェクトの皆さんと出会い話を聞き、現地で見てもらうこ

多様な視点から固ったとさの助官．

学問的な裏付け・震味づけ

（理論と実践〇捐完による一体化）

実践への勇気

’̂’ク・ ヽ• • 疇．
事9199'，ヽ
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Fukuhata Shinji 

トに した 3 の南砺市の教育 の をお きしまして、 きく自

の教育 を進 ること自 が に しい で、このように きく進 られたお話を伺え

たことを本当に感 し ます。 トには っておりませんでしたの

で、 に な に き けてお話をさせていただきます。

まず 3 の南砺市の取 み全 に して、 を 4 つにまと ました。1 つ目は、 全

に して。この ト自 全てが していると えていますが、 の に き

けて言うと、 の考え として見ることができると思ったところです。

そのほか 3 つに しては、主な取 みそれ れに してですが、 「チ 」で、

生 が にチ を みながら現 で対 される で、当 、 であるということは な

る の 生 や なる の子どもた が ることによって、さま まな 、考え 、

というものを った人た が できる。そういう 会が られているのではないかとい

うこと、こうやってそれ れの 意分 で力を しやすい になることで、より な き

ができるのではないかと思いました。

2 つ目は、 「 の 一 教育」の部分は、ここも との 、それ れの

の というものをどこまでも 事にする。だけれども、 つ りではなく一 して

生 が学 みというものを されるところが、す く として ていると感じまし

た。 、 「部 」では、さま まな手 、 ある とか が 意している み

をうまく っているということ。 きな目 としては一つなのですが、 っていく手 を

に に されていること。学 だけでは 界であるから、 とか、行政とか とか、

そういった を していく。そうした さも、感じられると思いました。

自 の のことを をさせていただきます。 の トの きな にも

か りますが、 会全 としてかなり が れている状 があるところで、現 は VUCA
Volatility< >、Uncertainty< >、Complexity< >、Ambiguity< >

の を取った言 の時 です。 会が きく しやすくなっているということ、また

COVID-19 のように何が こるか分からない、 ができないということですとか、一つの原

と一つの が分かりやすく いているということはもうほとんどなく、対 自

もなかなか取りにくい。こういう 会状 となっている。

学 、教育行政は、より は いということも言 れています。 に人 の

を トに けますし、また 会の として、 会に学 を いていかなければい

けないし、 の も さなければいけない。だけれども、子どもた の み と教 の

や生 指導の のあり が になっているので、 な も っていかなきゃ

いけない。そうしたように、いろんな人た が学 に ってくる。 が いと言えますが、

その分 トすることも しいですし、何が こるかが想 しにくい。

とかに しては、 な というものがなかなか りてこない状 でもある。そ

うしたところをどうやって現 で り えていくかという課題があります。

これまでの きな対 としてよく がっていたものは、「 くなる」という言い をするこ

とが かったかと思います。「 い 」「 い 人」「 い を つ」とかですが、それはあ

｀
 

P
 

6. ．
 
ヽ

4
』も＂` 
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くまでも何が こるかがある 想 できる時には ができる、想 ができるので、いろん

な をつくるということは です。しかし、そもそも何が こるか分からないことを

として考えた 、 するにも 界がある。そうした考え の で、この

という考え が てきました。

「 に る力」ということですが、何か が きるとか が きること

は、 け るけれども、 なないようにする。そうやってうまく け していく、 して

いくという、そっ に きを くほうが いのではないか。そういう考え が、

の にあります。「 が い や人には、こういう があります」と

を の で考える人もいれば、「そもそも や人が を り えて していく

それ自 を、 と えまし う」という人など、 者によって がかな

りばらついているのですが、 きくは「 をどう り えていくか」に を いた考え

かと思います。 の 3 の取 みというものが、 が えている きな課題に対してど

ういう り え をしていくのか。これは、 が問 れたと見ることもできると思

います。

きな の は、 なものが 3 つあります。一つは、 本 生の られ

ていた「 」ということ。つまり、 とかが であればあるほど、想 できない

にもいろんな人が りやすくなる。もし がなく 一であると、それに対 できなかっ

たらもうそれで は終 ってしまうので、できるだけ が であるほうがいい。だけれ

ども、 であればあるほど は トするとか していくというのは に に

なっていくので、できるだけそうした な人た が に 係 を つ、お いに ット

がつくれることが 事です。

は、「 長 」というのは、あくまでもどれだけ とりがあるかです。 ッ がある

か、 がどこから っ張ってこられるか。こういうものがないと、どれだけ 人が頑張

っても、 が頑張っても 界があると考えるところも かと思います。

もう一つ、「全 として見ていく」という 。い る一つの き けが、 会全

み全 に きく していくとことを意 して けるかどうか。このことを

は 事にします。これは、いいも いも自分た がやった行 が、思 ところに す

ることを意 できるかを 事にしていることであります。

の ですと、 とお聞きになった は、ど らかというと に るという

ような が いかもしれませんが、「そういう を り えて に っていく の

で、 とか 人というものがより 長していく」、または「そうした しい に し

ていく。そうした な も て というものを えよう」という が

いま進んでいると思います。

の いところは、 人の な部分で だったり、

するということを問うこともできますし、 の取 みのように、 全 、 会全 といっ

た で ということもできます。 全 とか 市全 の

と、 という言 であら る を見ることができるということも一つの

かと思います。
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くまでも何が こるかがある 想 できる時には ができる、想 ができるので、いろん

な をつくるということは です。しかし、そもそも何が こるか分からないことを

として考えた 、 するにも 界がある。そうした考え の で、この

という考え が てきました。

「 に る力」ということですが、何か が きるとか が きること

は、 け るけれども、 なないようにする。そうやってうまく け していく、 して

いくという、そっ に きを くほうが いのではないか。そういう考え が、

の にあります。「 が い や人には、こういう があります」と

を の で考える人もいれば、「そもそも や人が を り えて していく

それ自 を、 と えまし う」という人など、 者によって がかな

りばらついているのですが、 きくは「 をどう り えていくか」に を いた考え

かと思います。 の 3 の取 みというものが、 が えている きな課題に対してど

ういう り え をしていくのか。これは、 が問 れたと見ることもできると思

います。

きな の は、 なものが 3 つあります。一つは、 本 生の られ

ていた「 」ということ。つまり、 とかが であればあるほど、想 できない

にもいろんな人が りやすくなる。もし がなく 一であると、それに対 できなかっ

たらもうそれで は終 ってしまうので、できるだけ が であるほうがいい。だけれ

ども、 であればあるほど は トするとか していくというのは に に

なっていくので、できるだけそうした な人た が に 係 を つ、お いに ット

がつくれることが 事です。

は、「 長 」というのは、あくまでもどれだけ とりがあるかです。 ッ がある

か、 がどこから っ張ってこられるか。こういうものがないと、どれだけ 人が頑張

っても、 が頑張っても 界があると考えるところも かと思います。

もう一つ、「全 として見ていく」という 。い る一つの き けが、 会全

み全 に きく していくとことを意 して けるかどうか。このことを

は 事にします。これは、いいも いも自分た がやった行 が、思 ところに す

ることを意 できるかを 事にしていることであります。

の ですと、 とお聞きになった は、ど らかというと に るという

ような が いかもしれませんが、「そういう を り えて に っていく の

で、 とか 人というものがより 長していく」、または「そうした しい に し

ていく。そうした な も て というものを えよう」という が

いま進んでいると思います。

の いところは、 人の な部分で だったり、

するということを問うこともできますし、 の取 みのように、 全 、 会全 といっ

た で ということもできます。 全 とか 市全 の

と、 という言 であら る を見ることができるということも一つの

かと思います。

が いる を取り ますと、 市も 市全 が を たなければいけな

い、つまり、どういう課題があるかが分からないがあら る課題に対して 市が くなければ

いけないと考えるた に、 の考え を れています。世界で 100 の 市がこの

「 ト 」として ばれていますが、 本は 2 つ。 市ともう一つが、南

砺市のお の 市の 2 つです。

SDGs の目 の にも、 という言 はかなりあります。 に 問題とか

な 会 に対して くなるというような ではありますけれども、 は教育に

おいても市 と行政の一 だったり 者と の とか、あら る から教育を え

ていきまし うというところが、 な 想だと、 市は見ている けです。た

だ教育ということではなく、人を育てることもそうだし、 に いことも を えるこ

とも、 に しくすることも全てが している。 ほど した な考え を取

ることが 事である。どこか教育について力を れているとしても は、それは に しい

にも していく。そういう えをしていくことができる。そう考えるのが、

であります。

見

の南砺市の取 みを の から トします。「チ としての 」

は、 であることですし、 の をどこまでも 事にしながら をしていこうという

ことですとか、また の で なる学 、 生 が すること、 が しながらさ

ま まな が しながら部 を していこうとする、そういう ット がで

きているということ。それだけではなくて、当 のことながら 修という を 意したり、チ

にすることで自分た が 力できる時 が生まれる。こういう をどうにかして

している。こういう の取 みが、 は「これまであった 一 なものを えよう」と

いう きな と していると えて に いていることが、まさに

なものではないかと 見いたしました。

「チ 」ですが、 が することが けられる。 に だと、 じ子

た だけではなく、いろんな人た が れるということ。これがさっき言った、さま まな

やこと ものを ることができることにつながるかと思います。 学習がしやすくな

る、 生た が する が自 にできるので、学習を 意しなくても、自 と行

えるような ができてくることが 事ということです。

して、 に が分 されるということも、 生た が さでもって か るを

ない部分というものを しは できるとか、ここは誰がやるということがしっかり まっ

ていくのではないか。 していくこと、それをうまくまと ていく がうまく

る が、 どうしても られると感じました。

が「 の 一 教育」は、 の それ れをとにかく 事にした で、 学

が することなく一 して学 ける をつくることに するであろうと感じまし

た。 の取 みがそれ れ であるからこそ、その でそういう学 いがよりで

きるようになると、市全 としての が くなるのではないかと思いました。 現

するには、 に しいかなと思いますけれども。
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また、 の主 とか を するというところでは、やはりそれを全 として

をしながら、 をされる教育委員会がどう るかが に になってくる。自

というものは、やはりどう トするかというものとは、 っても れないものになると思

います。そうしたところで されているのかなと思いました。

また、これは の取 みとしても、「 学 本部」という で と学 が

する みが導 されてしますが、 問のところで れられればと思います。

行 においても、学 と が することによって を る 感する という

こと。これはさっきの な と一 ですし、また 係が されるということ。こ

れは、 生と生 という 係だけだったものが、 生が の人と話しているのを見て、生

が「 生ってこういう一 があるのか」と、第 者が ることによって、それ れまた たな

ものが見えてくる。また、 と学 の をどんどん していくことによって、また も

まされて、より 力していこうとなる。そうした というものが、学 と が す

ることによって 進されるという もありますので、南砺市の取 みもまさにそういうこと

だろうと感じた 第です。

に「 」すけれども、学 の を えることもそうですし、 も と なっ

て でもそうですし、全てのところに ていくという、この目 の さも、やはり全

に見ているところが感じられました。「 な くり」の におきまして

は、 生 からすれば一 した ができるということですし、行政 な で言えば、部

の い手に、いろんな人た が ることによって、より長 に しやすいということ。

また の人た にとっても、こうやって長くやってくれそうな みがあれば ってきやすい

なと思いました。指導者を することは、まさに を するということ、市がその

トをしていると思います。

また、 としての だけでなく、 会があれば、学 の でどういう 人の取

みや が されているのかを見たいと思いました。

問は 3 つとなります。1 つ目ですが、「 74 の当たり 、 一を見 す」というよ

うな で一 に取り んでこられたからこそ、 に言うと全ての人が 係者になる け

ですから、 も に きやすいような取 みだったかと思いますし、また と

いうものが に だったかと思うのですが、 に かれた で意 されたことだった

り、行 されたことを、一つの でも ですので、教えていただければと思います。

2 つ目は、学 員の が一 して 9 で見られる、また 5 から るさと学習

会、 と学 が する みが取られるかと思うのですが、 に学 と が

とか子どもた のた に意見 したり、 するような では にどう

いう取 みがされているのか、どういう をされているのかということ。また、 生 の

とか というものを する みがあるのかどうかということが 2 つ目です。

3 目は、 者と が教育 、教育 というものに ってくると、どうしても

者と の はそういう教育に してそれほど しいという けではない、けれども一

に しなければいけないという の で、どうやって 者とか の に を理解し

ていただくのか。そうした取 みは、どのようなことに気を けられているか、 されてい
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また、 の主 とか を するというところでは、やはりそれを全 として

をしながら、 をされる教育委員会がどう るかが に になってくる。自

というものは、やはりどう トするかというものとは、 っても れないものになると思

います。そうしたところで されているのかなと思いました。

また、これは の取 みとしても、「 学 本部」という で と学 が

する みが導 されてしますが、 問のところで れられればと思います。

行 においても、学 と が することによって を る 感する という

こと。これはさっきの な と一 ですし、また 係が されるということ。こ

れは、 生と生 という 係だけだったものが、 生が の人と話しているのを見て、生

が「 生ってこういう一 があるのか」と、第 者が ることによって、それ れまた たな

ものが見えてくる。また、 と学 の をどんどん していくことによって、また も

まされて、より 力していこうとなる。そうした というものが、学 と が す

ることによって 進されるという もありますので、南砺市の取 みもまさにそういうこと

だろうと感じた 第です。

に「 」すけれども、学 の を えることもそうですし、 も と なっ

て でもそうですし、全てのところに ていくという、この目 の さも、やはり全

に見ているところが感じられました。「 な くり」の におきまして

は、 生 からすれば一 した ができるということですし、行政 な で言えば、部

の い手に、いろんな人た が ることによって、より長 に しやすいということ。

また の人た にとっても、こうやって長くやってくれそうな みがあれば ってきやすい

なと思いました。指導者を することは、まさに を するということ、市がその

トをしていると思います。

また、 としての だけでなく、 会があれば、学 の でどういう 人の取

みや が されているのかを見たいと思いました。

問は 3 つとなります。1 つ目ですが、「 74 の当たり 、 一を見 す」というよ

うな で一 に取り んでこられたからこそ、 に言うと全ての人が 係者になる け

ですから、 も に きやすいような取 みだったかと思いますし、また と

いうものが に だったかと思うのですが、 に かれた で意 されたことだった

り、行 されたことを、一つの でも ですので、教えていただければと思います。

2 つ目は、学 員の が一 して 9 で見られる、また 5 から るさと学習

会、 と学 が する みが取られるかと思うのですが、 に学 と が

とか子どもた のた に意見 したり、 するような では にどう

いう取 みがされているのか、どういう をされているのかということ。また、 生 の

とか というものを する みがあるのかどうかということが 2 つ目です。

3 目は、 者と が教育 、教育 というものに ってくると、どうしても

者と の はそういう教育に してそれほど しいという けではない、けれども一

に しなければいけないという の で、どうやって 者とか の に を理解し

ていただくのか。そうした取 みは、どのようなことに気を けられているか、 されてい

るのか。この 3 について、お伺いできればと思います。 です。

意見交換

石原 生ありがとう いました。 の から、 であり である

の現 の学 現 が える課題について つか をいただきました。 生からの

問について、 本 生からお えをいただいてもよろしいでし うか。

本 本当にまたいろいろ教えてください。まず 1 つ目の「 74 の当たり を見 す」

というところですが、 は 4 に て教育長になった時、まず市 のいろんな学 と

か 育 とか って現状をとらえようとしたのです。すると えば「教育長、 1 生

36 人おって かった。35 人だったら 1 学 だけど、36 人は 18 人で 2 学 になって

かった」と言 れました。「それは かったね」と対 しながらも、 いて「 は

して 1 人 るかもしれないから、全てき んとできる力 の い 生が されず

の 生なのだ」と。しかも なかなか がいないのです。一 も教 をしていな

い 生が たらどうしようかという話があったのです。

えばそんな時でも 18 人で 1 学 だと てしまっているからだと思いました。

はそうですが、 教 は 40 人 れるようになっているのです。36 人、一つの教 に

全員を れて の 生と い 生が一 になって学 をしてもよいのです。そ

して や を全部やったっていいのです。 の会なんか全く分からないのは、 の

ない教 なら当たり です。「まずは の 生のやり を 10 でも 1 でも

学 ながら、そろそろやってみるかって、対 すればいいのでは」と助言したら、「そん

なことしていいのですか」という 長 生の から始まったのです。

   何を思ったかというと、 するに学 ってなかなか しいことをやれない。「 までに

やってきたことが当たり 」だと思っていて、その当たり というのが「 としての

当たり 」なのか、「いろんなことができるということを らないでやっているだけなの

か」がはっきり できていないのです。も ろん 36 人で 1 人が するというのは、

これは では られません。でも、 は一人の教員当たりの子どもの は 18
人だけども、 は一 にやることはなら、何ら問題はないのです。どこの学 も自分

た が やっていることが、 ずやらなければならないことなのか、 えてもいいこと

なのかを、もっと考えてほしいのです。

それから、よくあるのが「 になったら はや るのですか、やるのですか」

と 長 生から教育委員会に 問されました。教育長会 でもそのような話がいっぱい

るのですが、そんなこと教育委員会が ることかと 学 ( 長)が ること

でし う。南砺市の現状からみると、 学 3 あって が になるから

の学 もあれば、学 に 3 人しかいない学 では は になりません。教育委員

会が一 に てしまうと、 ずやらないことになるのです。「じゃあ 長が て

になったら は誰取るのですか。」と、 長 生の 問。「 長が取るのだ。も ろん

した教育委員会も取るに まっている」と しました。

チ もいろんな を教育委員会から として しました。 えば 学 だっ

て学 主 が をしてはいけないこともないのです。 の会をやった人が 1 時 目の

をすれば、もう 1 時 目に ない 生は 2 時 目から たっていいのです。そし

石原

松本
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て、6 時まで部 をやるという時 も なのです。どこにも時 がいけない

とか られていないのです。 長の 時 は教育長が るけど、教 の 時 は

長が られるというようなことを言いながら、「 長が を して い 生た

の を聞いてもっとやってほしい」と しました。 ほど た学 員会に

ついては、 とにやりなさいということは一 に指導しました。ただ、「 るさと教

育」のやり については、 ようやく と が一つのものをつくった で、やっぱりこ

れを一つつくりながら の人た をどう き んでいくかとを、正 から してい

く。やっとそこにたどり いた です。

   者と については、何 もやらないといけない状 です。PTA も 会長が

ります。 しても してもまた り し が になります。 も 8 つの

で 会を 8 やらなければなりません。 会だけでなく、 ットを って

もいっぱい しました。そのつどやっていくしかないなと思っています。なかなか

にはできないけど、だけど り くそれを分かってもらうしかないやないかと思ってやっ

ているとこであります。簡単ですが、そんな感じです。

石原 では、 される たくさんいらっしゃいますので、 問または 感想でも です

ので、何かある は 手なりチャットなりでお らせしていただきたいんですけれども、

いかがでし うか。

石原 学の さまでよろしいですか。

学の と します。 本教育長さんのお話は何 かお聞きしたことあったんで

すけども、 を って聞くた にさらに進んでらっしゃるんだなということがす くよく

分かりました。 分、 されている話もあったので、その もお聞きすることが

できて になりました。

一つお聞きしたかったのが 生 の意思を えていくというか、 までの を えて

いくっていうところで、す く しさがあったと思うんですけども、教育長さんが 、

生 の 分いろんなところを ま られて ってこられたと思うんですけども、

生 が当たり だと思っていることを えるってす く なことで しいことだと

思うんですけど、その 生 の思いの まったところをほ すた に何か けてたこと

とかありますか。それをお聞きしたいです。何か 意 な 問で し ないです。

本 についての を えるということでの を はあんまり伺っていません。た

だ、 長の には、何だか自分が たことを全部トッ でやるのが 長だと思

っている 長もおられると考えられるので、そうではないことを、全 に対して指導して

きました。簡単な話、 くが 学 にいっぱい行って しています、こっそり。そ

して、 は 生 に 伺っているのは ではなくて の なのです。やっぱり

じことで教育委員会が 長を じて主 をもって行 する。

長は 生を じて 生の主 を じてやる。そうすれば 生は、やっぱり子どもた

の主 を じなかったら、「やれやれいう で をどれだけやっても」も 主

のある子どもの学 は、 現しないということです。 は 6 8 の というの

があります。 10 あったのですが、その指導をす て くが 行いました。その

10 人は教 も 係に事 に教育長 る。そして、「子どもが になる、 し

る くり」を一 に考えます。そして 50 分 を見る。1 時 の の

石原

右原

宗形

松本
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て、6 時まで部 をやるという時 も なのです。どこにも時 がいけない

とか られていないのです。 長の 時 は教育長が るけど、教 の 時 は

長が られるというようなことを言いながら、「 長が を して い 生た

の を聞いてもっとやってほしい」と しました。 ほど た学 員会に

ついては、 とにやりなさいということは一 に指導しました。ただ、「 るさと教

育」のやり については、 ようやく と が一つのものをつくった で、やっぱりこ

れを一つつくりながら の人た をどう き んでいくかとを、正 から してい

く。やっとそこにたどり いた です。

   者と については、何 もやらないといけない状 です。PTA も 会長が

ります。 しても してもまた り し が になります。 も 8 つの

で 会を 8 やらなければなりません。 会だけでなく、 ットを って

もいっぱい しました。そのつどやっていくしかないなと思っています。なかなか

にはできないけど、だけど り くそれを分かってもらうしかないやないかと思ってやっ

ているとこであります。簡単ですが、そんな感じです。

石原 では、 される たくさんいらっしゃいますので、 問または 感想でも です

ので、何かある は 手なりチャットなりでお らせしていただきたいんですけれども、

いかがでし うか。

石原 学の さまでよろしいですか。

学の と します。 本教育長さんのお話は何 かお聞きしたことあったんで

すけども、 を って聞くた にさらに進んでらっしゃるんだなということがす くよく

分かりました。 分、 されている話もあったので、その もお聞きすることが

できて になりました。

一つお聞きしたかったのが 生 の意思を えていくというか、 までの を えて

いくっていうところで、す く しさがあったと思うんですけども、教育長さんが 、

生 の 分いろんなところを ま られて ってこられたと思うんですけども、

生 が当たり だと思っていることを えるってす く なことで しいことだと

思うんですけど、その 生 の思いの まったところをほ すた に何か けてたこと

とかありますか。それをお聞きしたいです。何か 意 な 問で し ないです。

本 についての を えるということでの を はあんまり伺っていません。た

だ、 長の には、何だか自分が たことを全部トッ でやるのが 長だと思

っている 長もおられると考えられるので、そうではないことを、全 に対して指導して

きました。簡単な話、 くが 学 にいっぱい行って しています、こっそり。そ

して、 は 生 に 伺っているのは ではなくて の なのです。やっぱり

じことで教育委員会が 長を じて主 をもって行 する。

長は 生を じて 生の主 を じてやる。そうすれば 生は、やっぱり子どもた

の主 を じなかったら、「やれやれいう で をどれだけやっても」も 主

のある子どもの学 は、 現しないということです。 は 6 8 の というの

があります。 10 あったのですが、その指導をす て くが 行いました。その

10 人は教 も 係に事 に教育長 る。そして、「子どもが になる、 し

る くり」を一 に考えます。そして 50 分 を見る。1 時 の の

も全部 がやります。

そうしながら、どうやって子どもが り う をつくるかとかどう えるかという

ようなことを学 会います。また、 学 の 1 2 生の の会が聞き う状 になって

ないので、これはもう見ても分からんので みで 12 くがやりました。そして、

生 から「みんなやってもらったのとどこ う 」っていうことから を始 、どう

やって聞き う学 つくるかというようなことを指導してきました。

やっぱり全部 じだと思うのです。主 な子どもをつくるには、やっぱり子どもを

じて生かせる 生がいなかったら駄目なのです。それは 長も に教 を じる。教育委

員会もだから、 ることを 力 らしました。一 そんなような で 1 やって

きたところです。ありがとう います。

ありがとう いました。 れ れ の部分というか、やっぱりそこのところが

しっかり育てられていかないと しいかなっていうことを て教えていただきました。

ありがとう います。

石原 生ありがとう います。 に 問 ある いらっしゃいますか。

学の からお いいたします。 本教育長さま、 ありがとう いました。

もう 生の は何 か聞かせていただきましたけれども、いつも子どものことを第一

に考えて、そして教員、 者、 の を き んでいくという に いのある教

育長さんで本当に感 していつもお話を聞かせていただきました。

  そんな である教育長さんが「 で がない」の 言です。

それがもう は意 に感じて一番 の に るものがあったのですが、それが 生

の のお話と いて、どうなんだろうって 問を 生のほうにさせて

いただきたいんですけれども。

  っていうのは、何か なことがあってそれを り えつつ まってい

くのかなと思っているんですけれども、いつも 。 人 っていうのはとどまる

ところを らない けですから、そこが できたっていうことはなかなか しい けで

す。そういう でどのように を えたらいいのか。 できました、解 し

ましたって言えないところでの 力の というのをどうしたらいいのか教えていた

だければと思います。

に しい 問ですし、 自 も に考えているところではあるのですが、 人の

な部分の に な は、 の ですと きく 2 つに分けられま

す。一つは なもの、もう一つは、 なものという うに分けられまして、

なものが えば な思考や、ある 自 感が いとかです。これはやはり、

って生まれたものがかなり く いてくる。どうしても に考える人を、

からじゃあ に考えてといったところで りにくいというところがある け

です。

ただ、それで がもう駄目っていう けではなくて、 っていうものは、

から手に れることができるもので、これこそがど らかというと周りの があるか

とか、つまり、何かがあった時にでもここに れば何とかなるとか、こうやって えてく

れる人がいると考えることができる。

もう一つは、 本 生もおっしゃっていたように、 というか、自分はこういう

宗形

石原

小岱

福畠
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ことができたということが一つでもあれば、そこをしっかり っことして に自分を

っていくことができる。そういうところがあるので、一番 事になってくるのは、

トできるものがあるかどうか。何かがあった時に、自分をある意 がせる できる

が 意できているかが に 事かと思います。

  本 生のお話の で とおっしゃっていた部分は、 かにこの 会の状 の 、当

そういうところはある でも、それでも進 られているのは、ただ というよりも、

やはりこれまでやってこられたこと の一つ というところもありました。 生がおっ

しゃっていたように、周りのさま まな をしている 学の 生 からの があ

ったり、そういう けがあることによって 気が る。これはまさに、 えられている、

それがあるからこそ自分の行 が だという うに思える。やはりそういうものがし

っかり っこにあるということ。

  また 本 生のお話の であったのは、 生た を じているから すことができる、

これも に言うと、学 の 生た の にとっては にありがたいというか、

どこまでいっても 、教育長の 生が見てくれているとか、 取ってくれるというと

ころの 感があるということは、チャ が にしやすいということもあるので、

そうしたところが つも なってうまく ていると、 お話を聞いて思いました。

ありがとう いました。石原さんも については していたんです

けど、 会者で言いにくいかもしれませんけど、何か感想がありましたらお いします。

石原 生ありがとう います。 っと の話がす く がありまして、

だと っていうと、やっぱり になってしまうと の学 を するという

で行くことが いんです。部 っていうのはす く 力 だなと思ったんですけれど

も、やっぱり しい に っていうのは子どもにとっても 者の にとっても

が きいかなって思うんです。ただ、部 っていう な でいける

となると、またそこで しい で何かいい 会いとなったとか の ってきた子にとっ

てもいい になったとか、そういったもし な がありましたらお聞きし

たいなと思いますが、よろしいでし うか。

本 の話なのですが、 に ことは も 理だと思っています。それで 学

には、 ではそれ れ 人 でいろんな などの が指導を して

います。それがその の ではなくて、 つの南砺市の とし

て し、いつもはそれ れの会 で をしていますが、時には一 に したり

会をしたり、そういう が 学 で に り られると、子ども で の

のことも分かってきて、じ んも一 になってそこで り った と を

して 学 の部 やろうかなというような になるだろうと しています。

に行くなんてそんな なことはやっぱりできないと思うので、 は指導者が一つ

になって 学 をいかに かにしていくか。これで頑張ろうとする子どもを えられ

る部 もつくれるのではないかと思っとります。

さっきの についての話、 生も言 れて本当にこの会でいろんなことを教えて

もらったり、「それいいやん」と言ってもらえたりする。 しみ、 いって ていた

だけたら、「よっしゃ、頑張ろう」と思うようなもので、それがあると を されたよ

うな気 になれます。あと、 はチ やる時も 考えたら、教育 課、

小岱

石原

松本
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ことができたということが一つでもあれば、そこをしっかり っことして に自分を

っていくことができる。そういうところがあるので、一番 事になってくるのは、

トできるものがあるかどうか。何かがあった時に、自分をある意 がせる できる

が 意できているかが に 事かと思います。

  本 生のお話の で とおっしゃっていた部分は、 かにこの 会の状 の 、当

そういうところはある でも、それでも進 られているのは、ただ というよりも、

やはりこれまでやってこられたこと の一つ というところもありました。 生がおっ

しゃっていたように、周りのさま まな をしている 学の 生 からの があ

ったり、そういう けがあることによって 気が る。これはまさに、 えられている、

それがあるからこそ自分の行 が だという うに思える。やはりそういうものがし

っかり っこにあるということ。

  また 本 生のお話の であったのは、 生た を じているから すことができる、

これも に言うと、学 の 生た の にとっては にありがたいというか、

どこまでいっても 、教育長の 生が見てくれているとか、 取ってくれるというと

ころの 感があるということは、チャ が にしやすいということもあるので、

そうしたところが つも なってうまく ていると、 お話を聞いて思いました。

ありがとう いました。石原さんも については していたんです

けど、 会者で言いにくいかもしれませんけど、何か感想がありましたらお いします。

石原 生ありがとう います。 っと の話がす く がありまして、

だと っていうと、やっぱり になってしまうと の学 を するという

で行くことが いんです。部 っていうのはす く 力 だなと思ったんですけれど

も、やっぱり しい に っていうのは子どもにとっても 者の にとっても

が きいかなって思うんです。ただ、部 っていう な でいける

となると、またそこで しい で何かいい 会いとなったとか の ってきた子にとっ

てもいい になったとか、そういったもし な がありましたらお聞きし

たいなと思いますが、よろしいでし うか。

本 の話なのですが、 に ことは も 理だと思っています。それで 学

には、 ではそれ れ 人 でいろんな などの が指導を して

います。それがその の ではなくて、 つの南砺市の とし

て し、いつもはそれ れの会 で をしていますが、時には一 に したり

会をしたり、そういう が 学 で に り られると、子ども で の

のことも分かってきて、じ んも一 になってそこで り った と を

して 学 の部 やろうかなというような になるだろうと しています。

に行くなんてそんな なことはやっぱりできないと思うので、 は指導者が一つ

になって 学 をいかに かにしていくか。これで頑張ろうとする子どもを えられ

る部 もつくれるのではないかと思っとります。

さっきの についての話、 生も言 れて本当にこの会でいろんなことを教えて

もらったり、「それいいやん」と言ってもらえたりする。 しみ、 いって ていた

だけたら、「よっしゃ、頑張ろう」と思うようなもので、それがあると を されたよ

うな気 になれます。あと、 はチ やる時も 考えたら、教育 課、

に生涯学習課、子ども課というように順番に教育委員会の全職員に考えを聞いてもらいま

した。親としてどうか､行政としてどうかと、いっぱい意見もらい修正しました。

それから、やっぱり指導主事 2 人とか課長とか係長、部長にたくさん助言をいただいて

います。部長もいつも駄目な時は、「それは教育長駄目です」ってもうはっきりと教えて

もらえるから、助かります。やっぱり自分 1 人じゃもうできない。何とかしてまずは周り

の者から理解してもらえるかから始まって、手探りでやっているというのが本当のところ

かもしれません。

教育、行政の世界をみていると、うまくいったらまねしてやるというのは簡単なのです

が、一番にやることに対してどこもみんななかなか臆病な気がします。「南砺市がうまく

いったら、俺のところもやる」という感じです。でも、誰かがやらなければ進まないので、

やっぱり現状の子ども絡みで何かしないといけないと思って助けてもらいながらやって

いるところです。

石原 まだまだいろんな問題はあると思いますけれども、一つ一つみなさんの力を借りながら

頑張っていきたいなと思いました。チャットのほうにも感想をいただいていますので、ま

たみなさんお読み取りください。まだお話伺いたいところですけれども、これで第Ⅱ部の

終了とさせていただきたいと思います。

井波瑞泉寺

石原

ぶ’’ク• • ..... 
マ91ゞ
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ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム
プロジェクト 1 第3回シンポジウム

持続可能な教育基盤を創る
『南砺市の教育改革』

3年間の成果と課題

指定討論

2023年2月25日（日）

福知山公立大学 地域経営学部

准教授福窟真治

この取り組みの要点

①改革全体を一貫したもの／連関したものと捉える

「レジリエンス」的な視点。

②「チーム担任制」の実施

→認知的多様性の獲得と、柔軟な働き方の実現。

③「地域基盤の小中一貫教育」の実現

→地域ごとの多様な教育を、一貫した仕組みで提供。

④「部活動改革」の実施

→手段の多様性と、 冗長性の確保。

困難を抱える社会・学に
◆良い意味での「余裕」が失われつつある社会

・自己賣任論、無根拠の努力論、ブラック化、つながりの希薄化

・心身両面の健康を維持する機会が奪われてしまう個人

・VUCA:「Volatility（変動性） 」 「Uncertainty（不確実性）」 「Complexity

（複雑性）」 「Ambiguity（曖昧性）」

◆「高い不確実性」を内包する学校組織という存在

・「制度変化」、 「人口構造の変化（教員•生徒）」、 「社会に開かれた字校」 ｀

「特色ある学校」、 「チーム学校」•••など．

•より多様な教育実践と、より多機なステークホルダーとの運携が求められる．

•その実現のための社会的・組織的・物理的支援（資源）は、圧倒的に不足。

’̂’ク. ~ • • 彎i、91鼻ヽ



41

分
冊
１
　
　
26
日
第
２
部

分冊１ー

強くしなやかな社会を目指して

◆一つの対応策 ：「強くなること（ロバストネス） 」

・多方面から現れる課題・困難に対する朧さ（脆蒻性） という危険性

・不確実性の高い社会で、あらゆる危機・変化にしなやかに遍応 ・成畏

するレジリエンスが求められている。

◆レジリエンスとは

•本来の意味では、 『回複力』・『致傘傷を負わない力』

・不罐婁性に満ちたこの世界を生きていくために重要な概念。

・個人だけでなく、組織などあらゆる場面で使えるマルチ概念．

→レジリエントな固繊はレジリエントな個人を育て、レジリエントな

個人の協働がレジリエントな組織を醸成するという椙互関係．

レジリエンス：定義

人 物

Rutter (1987) 

Mast皿 Best& Garmezy {1990) 

定義

不遍応的な緒景に畜るリスクのある何らかの環墳からくる危険に対する人

の反応を修正、改善、または査更する保襲因子

困離または脅威的な状況にもかかわらず、成功した適応の過程、能力、ま

たは結果

Luthar. Cicchetti. & Becker（細） 重大な逆墳の中での糧衝的な遍応を含む動的な過橙

Masten（初I)

Connor & David切 n(2003)

Booanno（碑）

Abi&Wileoo（麻)5)

Lee & Cranfonl（碑）

Leipold & Greve｛碑l

適応または癸違に討する深刻な脅威にもかかわらず、良好な結果をもたら

す現象

逆壌に直面してもうまく秦り鑢えることを可能にする憫人的な資質

載密な他者の死や●力、生命を脅かす状況など｀めったにない潜在的に非

常に醜填的な出来事にさらされている状況で、比較的安定した霞康的な水

準の心哩的および身体的な讀能を艤持し、生直的な経験と肯定的な感情を

持つことができる一般咸人の能力

行動傾向の讐鑢なレパート •J-

重大な饗化、遵壇．またはリスクにうまく対処する饂人の能力

重大な逆墳状況ドでの個人の安定性または茎早い趾復 1あるいは成長1

レジリエンス：特徴と意義

◆レジリエンスの3つの主たる特徴と、 1つの視座

・「様々な変化に対応できるような●欅性」、 「変化に迅速かつ効率良く
対応できるネットワーク・関係性」、 「多少の変容でシステム・組織全

体に深刻なダメージを受けない程度の冗墨性」の3点が中心的な特徴。

・「滅多に起こることのない'‘危機・大きな変化＂に焦点化するので iがよく、
日常の活動をより円滑に維持していくためにどれだけの準備ができる
か」という考え方．

・「一見無駄とも思えるようなリソースを、平時にどれだけ準備すること
ができるのか」という 「冗畏性」がその最たる現れ。

・全体論（ホーリズム） ：一部への働きかけが全体に影響すると考える。

◆Bounce-backからBounce-forwardへ
・レジリエンス概念は単なる現状復帰を志向するものではなく，‘'危機・大
きな変化”の後に組織が変化することより積極的に言えば、 成畏するこ
とも包含した動的概念．

’̂’ク． 蝙.., 
'ニ.“̀  ` 
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あらゆるレベルにおけるレジリエンス

R6 : llla•llllll llt1冒

'Jスクマネジメント

自治体における実践事例～京都市～

レジリエント・シティ寅覆のための手段

(ll レジリエンスの慣点によって政撃を点檎・

堕

① 行鵬分野賢醒えた欧●の■合

② 市民．地域．企璽大學，NPO箪と

のは●

R イノベーション（＂骨"”"員変璽）

R r~定外J の克駆

9, ピンチをチャンスに輩える闘患の転鼻

9柑lilこ遍閲）

‘ {21京欝力‘"る「峡嶋力l,「市民力iの更な

匹
① レジリエンスの壇拿(1)共＊
② 馳域の絆の彊化

R 多檸な力（企暴大学． NPO事）との

遷

R 市民一人一人の●纏霞やライフスタイ

ル． ●き方の直

6) レジ＇）エ ン ト・シテ 1の但し‘手の宵成

市 (2019)p.14 

＊
 

レジリエント・シティに必畏な靡市の籠カ

(Ill市のレジIJエンス）の同J:

日零＇の

予防・這化カ

の向上と冨いレペルでの保拷

危●脅生（遭行）峙(I)

危魔対応力

の向上と高いレペルでの偉樗

危●に論った状璽からの

創透的阿生力

の向上と高いレペルでの俣樗

自治体における実践車例～京都市～

I① レシリエント・シティの未来のI.!!い手を， まちくるみで育む取組の憎道 1

ご＊ぷなt?？？ぷ？5出穴夕打ぷぢ書：：は図口
ない支虞 会の冥現に向99て，支111f必讐な子ども

（貫国•“や児童虐勺導）への対応をは
(1J じめ．薩々な晨i傭を鹸合してmヽ）岨むこ

と．干胃て天11,.の＇1..を若看天11にま
でに充することで．京昴市のレジリエン

スの愚大緑題の0とつである少子化”.
につながる．

偉霞蓄・地這If字校遭言に彙畜する字口 地濾に11i1かれた字校遍言そ行うこと 1

”協童会の餃置校軍大や．＂の大切さ よ..,て．子どもの旭9誓への鸞●を育
(2] 

て19園
を冥感する地lf.での位鹸活艶の充冥な とともに．関係看闇の遅膚戊遺によ l)地

ど．間かれた学校づ くりの更なる” 饂コミュニティの活控化につながる．

？？悶竺ぷふなっぷばぶ:.'!;~:::.11):.(l):；力品芯；．； 団園
(3) 

としての幻"(1J．魔青111（所）．駆定 ：： ることは． 少子化 やレジリエ ンス

ども 1Ji!． 児•Ill事の雙能愴化． 貫の高い の担い手となる次世代の青成につなが

幼児敏育・虎育そ貨恨するための保育士 る。

尋竃保に向けたm組の11違

~!:j?？□？字::;;m;ド？宮m：ご翌:E: Ill団
(4)：：比出::悶芯：は品 ぢ只比：口ば字：？担心躙四

の11逮 園
(5 

ライフステークに応じた葺合的・ 系玩的 l'I閾 5-0. ［9) 
，，環壇霰育・ 学11の出鼠 京都市 (201

s99乞.... 
そ91's
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自治体における実践事例～京都市～

I③ 京郡で学ひ，働きたいという希望をかなえる移住・定住促進 I

{1) 

都市郎、周辺部．北部山間地縫など多樵匡内外から訪れ，学び，住み，交流する

な魃力と個性を生かした移住・定住の支 人の流れそつくることによって．人口漑

複 少及び高齢化の紹決ゃ地域経済の活性化

につながるとともに．（Ill性と活力あふれ

るレジリエントなまちの担い手の育成に

つながる．

匠

中高生や留学生を対象とした「大学のま 大学・学生のまちとして 0)魃力を発信し．

ち京都•学生の玄ち京翻」の鮭力発信の 面＊生を含む学生を撞得するとともに，

(2) 充貢等による．学生預得に向けた耽組の 京都ならではの学びを通じて学生が成

擢遵 艮rることが．レジリエントな王ちの巨ぃ

手の育戌や地這経済の活性化につなガる．

(31 
mz(J)::!:::::::~~: ::~:；字：：：字？口 図園
場づく＇）など．京翻で字んだ字生の市内 爵企彙の月＂的成長、ひいて 1:r郡市レジ

企暴での就労促運 リエンスの同上につながる。

京都市 (2019)p.31 

自治体における実践事例～京都市～

一鍔景にわたって冨らしや

（， 艶力と活力のある持
可饂な疇市の綱l.
市艮、京闘ll'f●攣事との
遷情彊化による．安心安金
なまちづくりの更なる賓II

京都市 (2019)p.51 

1少子化99鯛の更なる櫓遍など．人口減少社虫に撓輯Tる
m鵬の充寅 ・憧化

2 人生100繹吟代のレジリエントな生き方や儡•IIの創這
～市民一人一人のレジリエンスの帷遣

文化によるレジリエンス

一世界文化自由扉市・京昴

ならでItのレジリエンス"'

:g;＼雇遍
まち

5地域と共に＊畢を切9}拓

（． 危●に1!lし屯9111可能

な京＂鰻渭の II立

馳重~ 璽Ill. 台●など近峙相次ぐ自然災害

＂を ■ま凡た簡災 ・滅災討霞ヤ鯰肩の檀化，
及びー自分ごと ． みんなごとの災詈封z•• の

r樗襲可籠なIll市文疇の鯛霞
を目憎す京111宣冨Jで示した

「自然との共生J「ライフスタ
イルの転1J1Jrィノベーション」

などの冥賎

この取り組みを rレジリエンス」で捉えると

①多様性

→集団の固定化解消、 8小中の維持という姿料

②ネットワーク•関係性

→異なる学年・学級の教員連携、部活動の地域移行に伴う連

携。

③冗長性

→研修の設定や、部活動の指導者確保／外国語教育における

ICT活用や、チーム担任制導入による時間等の捻出。

④全体論

→3つの取り組みが、 1つの大きなビジョンと連関しているこ
とが明確に意識されている。

ぶ’’~~ミ ヨ
そ91s
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「チーム担任制」の実施

・集団の固定化の解消

→異なる学年・学級間での、 児童•生徒／教員とい
う多様な主体が、協働 ・学習するネットワークの

の実現。 d.認知多様性（安藤ら 2017,p.125) 

・チームを形成して活動することにより、組織学習や
柔軟な対応が取りやすくなる。

→教員研修の設定なども、冗長性向上にプラス。

•明確な役割分担による、曖昧さの縮減。

・教員間の連携コストの増加、 主任等のリーダーヘの
負担増という課題。

「地域基盤の小中一貫教育」の実現

•各地区それぞれの固有の文化を基盤とした上で、そ

れらの学びが各学年ごとに断絶することなく、一貫

した形で体系的に学習できるような配慮。

→各地区の取り組みにおける多様性が、市全体のレ

ジリエンスを高めるためには、それぞれの地区間

でのネットワークが構築されていることが重要。

•各地区の主体性と多様性を担保する取り組みは、そ

れらを全体として把握し、支援する市教育委員会の

立ち回りが肝要となる。

校 I

攀n霞1!1

地域学校協働本部

B:：：：竺翌竺：：：：：
； 外璽人＂を活用した

翡:::::：翌埜:::::::::

姐s：翌琵竺；；；：：：

g ； 匹活釦
::::：：：:：：：:::::：：:：：：：：:：:： ． 

： 露匿罰爾支糧.,,_...................... 

本襲の3つの聾累

•自治・鱈l令・青葬1111 ・・M!r,_ ・ ■重量•

•罠生景員・社福謳•合●殷羅虹•クうブ巳皇言

•拿ちづくり薗皿・大零疇冑●●● NPO代賣鴫

(!)コーデャネート讀能
② 多な活動

本瓢を璽●する瓢零校の

奪；裕霰璽や公畏露なとの

礼公駒●庫毀芝洒剛する

ことも泊l¥り
③ 纏織的な活蝕

’̂’ク. ~ ・・ • 1'-;.; 
事91鼻ヽ
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学校とi胆或の協働における「三つの可視化」

・「多様性」の可視化

→連携・協働の相手となる他者が、多様な価値観を

持った存在であることの理解。

・「関係」の可視化

→自分以外の他者同士のつながりが見えることであ

り、相手への信頼が醸成される。

・「成果」の可視化

→学校の取り組みや変化をどんどん発信することで、

地域ボランティアの活動継続の動機づけとなる。

「部活動改革」の実施

・学校種の壁を越えること、改革の目的観の広さに通

底する全体論的思考。

・「持続可能な環境づくり」というスタンスによって、

①児童•生徒個人における一貫した活動、②主体の

分散、拠点校化といった仕組み、③長期的視点をメ

リットとしての流入、などが期待できる。

・指導者確保による、 冗長性の獲得。

・「特認校制度」といった制度の柔軟な活用

→手段の多様性。

組織レジリエンス： 定義と構成要素

ド項題i―••=1|
1・ 組織が橿廣の状況変化に直面

したとき、そうした釘に過
応し、墨本的な目的と健釘生
を纏持する能力

2.墾大な逆填の文脈において積
極的な遇応を包含するダイナ
ミックな過程

3.社係・資として活
性化されうる関係性

4.B々 の星務における I変動J
に人がうまく対応して安全を
但つこと
<ct. rs“疇y-Iから5al"ety-
1へjl 

1絹織構濃l
・文化的なアイデンテイティ
・環境の変化に用して迅速に反応できるような）ラットな餡層性
・連続した知研らシステムを守るたむ況舷論のサブシステム
・深い信頼に帳ざしたイン9ォーマルな砂トワーク
・ボトムアッグの潟整
• r通訳型Jリーダー
•訓練されたenergizer （メンパー1111の良好な関係性の促遍者）

［観圃呵冑・欄露l
・変化の文脈において、 学国・過めする能力
・一定C湧渡での週度9よ久敗
・即輿
・問題解決志向
・積極性IL対する組織的な支ほ
・たとえ何かが向かってきても、その組織が適合できるような機会
を増加させる多はな日源や人キル

・部分的なシステムの破壊という状況下でさえも、中心となる機能
が繕持されることを確保するたぬ乃、決定的なシステム上の機能
的なパ恒怜

’̂’ク． 蝙.., 
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質問
①「戦後74年間の＂当たり前・ 鈎一’'を見直す」というテーマで、

一体的に取り組まれた改革であるが、それ故にハレーション
の危険性や、各アクターとの調整は非常に困難だったと思わ

れる。その点に関して、実際どのようなことを意識し、行動

していたか。

②学校評議員と「ふるさと学習情報交換会」との具体的な関係
について。加えて、こうした学校と地域の連携に、児童•生徒
の声が反映される仕組みはあるか。

③「保護者・地域と連携した教育活動を進める場合には、 （中
略）教職員の研修に加えて、保護者・地域への研修機会の提

供も学校組織と地域教育経営の重要な課題（玉井 2018,
p.178)」という指摘があるが、より円滑な連携・協働の実

現のために考えている／取り組んでいることはあるか。
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